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  １．研究目的 

  腎疾患診断薬の99mTc-DMSA（ジメルカプトコハク酸テクネチウム，以下，99mTc-DMSA）は，血漿蛋白結合
率が比較的高いため，その大部分は血中から「近位尿細管の上皮細胞」に直接取り込まれ，腎皮質に選択的
に集積して長時間停留する．このことから，99mTc-DMSAは，腎機能のある皮質を描出する能力が高いため，
腎の機能容量を推定評価することも可能と思われるが，それを利用した報告はほとんどない．今回，多発性嚢
胞腎患者の病勢を検討する上で，99mTc-DMSAを用いたSPECTによる残存腎機能評価方法の基礎的検討を
行うことを目的とした，  

 ２．研究方法  

  多発嚢胞腎を模した3Dファントムを作製し，内部の嚢胞成分の割合を変えて，その違いをアイソトープを使
ってSPECT画像化によって評価可能かを検討した． 
 AZE VirtualPlace360の造影CT像から腎臓を抽出し，箱型から腎臓の形をくり抜いて（mold法），3D

プリンターで作製した．腎臓のファントムは，模擬嚢胞病変の無いもの（正常腎）を0％とし，ランダ

ムに，模擬嚢胞病変の大きさ，配置を変えて，腎臓内の模擬嚢胞病変の含有体積に応じてそれぞれ0％，

20％，40％のファントムを作製した． 

 ファントム内の腎実質の容量測定を，内部に水を入れて容量を測定した．さらに，腎ファントムを

CT撮影してワークステーションによる容量計測を行った． 
 次に，腎ファントム内に99mTc-DMSAを注入し，背面プラナー画像を撮影し，ワークステーションを用いて，
99mTc-DMSAの集積率を測定した．同時にSPECTデータの解析で，SPECT上で断面カウントの積算による容
量計測を行った． 

 

 ３．研究結果 

  右図の通り． 

 

 ４．考察（結論） 

  水で測定した容量比を対照値として比較． 
  CTでは，過大評価傾向であった． 
  背面プラナー像からの集積比では，やや過大 
 評価の傾向であった． 
  SPECT断面毎のカウントの積算値の比較では， 
 過小評価の傾向にあった． 
  以上から， SPECT断面毎のカウントの積算値や 
 背面プラナー像で計測した集積率を用いた比較 
 では，残存機能腎容量の差を評価することができるものと推察された． 
 
 ５．成果の発表（学会・論文等，予定を含む）  
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